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白概念規定は， r信用創造論の整理J (パンキング， 196号)においてよくうかがうこ
とができる。 すえにわち， とのころになって金融理論において， にわかに注目されるよ
うになったア d リカのガ 'Jーとショウ両教授が，その新しい学説を主張するために，
「信用創造」ゃ「貸付資金の創造」という言葉を伝統的な意味と異なった意味に用いた
























































































































122 (242) 第 130巻第3.4号
た徳夫さんに先生はまたすくよくなられるにちがいないと申し上げて辞去したのである
が，先生はお苦しいえ丈か E私にま Cお気を使っていただいたことを申し訳なく思い，帰
宅したあとまで頭に残コた。その翌々日の朝，徳土さんかちお電話をいただき，昨夜お
亡〈なりにな勺t，と弓かがい，がっ〈り Lてお宅』とかけつけたが，先生は安らかなお顔
で，お休みかと思われるようなご様子であった。ご葬儀および告別式は24日に京都市東
山区粟閉口の仏光寺本廟において営まれた。当日は晴天で 4月にしてはとても暑い日で
あったが，学界・経済界その他各方面から，つぎつぎと広大な境内を埋めるほどりご会
葬者があったことは先生のご高徳を偲ばせるものであった。円誠院釈実道 が先生りこ
戒名である。なおご墓所はやはり同寺にあって，本堂の東側に当る。こ ζに筆をおくに
当り，改めて謹しんで先生のご芙福をお祈り申し上げる次第である。
